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平成２９年第１回館山市国民健康保険運営協議会 

議事録（審議事項）概要 

 

《審議事項（諮問）》 

（１）平成２８年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について 

（２）平成２９年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について 

 

※上記、審議事項の概要については以下のとおりです。 

 

審議事項（１）平成２８年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について 

＜説明概要＞ 

   今回の補正予算案は歳入歳出予算にそれぞれ６，１２９万８千円を減額

し、歳入歳出予算額をそれぞれ７９億２４５万１千円にお願いするもので

す。 

まず、歳出補正予算案について、説明します。 

はじめに、保険給付費の補正ですが、退職被保険者等療養給付費におい

て、８ヶ月分の支給実績額が前年度の同時期に比べ３５％ほど減少したた

め、５，９００万円の減額補正をお願いするものです。 

続いて、後期高齢者支援金等の補正ですが、支払い先である社会保険診

療報酬支払基金からの変更通知により３０５万３千円の減額補正をお願い

するものです。 

続いて、前期高齢者納付金等の補正ですが、支払い先である社会保険診

療報酬支払基金からの変更通知により５千円の増額補正をお願いするもの

です。 

続いて、介護納付金の補正ですが、支払い先である社会保険診療報酬支

払基金からの変更通知により１５９万２千円の減額補正をお願いするもの

です。 

続いて、基金積立金の補正ですが、国民健康保険財政調整基金の運用利

子の増額が見込まれるため５万６千円の増額補正をお願いするものです。 

続いて、諸支出金の補正ですが、過年度療養給付費等負担金返還金にお

いて、平成２７年度の額の確定に伴い２２８万６千円の増額補正をお願い

するものです。 

続いて、歳入補正予算案について、説明します。 

はじめに、国庫支出金の補正として、現年度療養給付費等負担金ですが、
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後期高齢者支援金や介護納付金、また、前期高齢者交付金や保険基盤安定

繰入金の額がそれぞれ確定したことに伴い７５２万９千円の減額補正をお

願いするものです。 

続いて、療養給付費等交付金の補正ですが、退職被保険者等療養給付費

の減額補正、また、平成２７年度療養給付費等交付金の額が確定したこと

に伴い７，９９８万３千円の減額補正をお願いするものです。 

続いて、前期高齢者交付金の補正ですが、交付先である社会保険診療報

酬支払基金からの変更通知により１７２万５千円の増額補正をお願いする

ものです。 

続いて、県支出金の補正ですが、財政調整交付金において、歳出予算の

後期高齢者支援金及び介護納付金の減額補正に伴い５７万円の減額補正を

お願いするものです。 

続いて、繰入金の補正です。まず、保険基盤安定繰入金の保険税軽減分

ですが、保険税軽減対象の世帯数及び被保険者数の確定に伴い７２４万６

千円の増額補正をお願いするものです。なお、国保税では、被保険者均等

割額と世帯別平等割額を所得に応じて、７割、５割または２割に軽減がで

きる仕組みになっています。その軽減額相当分を保険基盤安定繰入金とし

て、一般会計から繰り入れているものです。 

続いて、保険基盤安定繰入金の保険者支援分ですが、平成２７年度の１

人あたりの平均国保税収納額の確定に伴い２，７１３万９千円の増額補正

をお願いするものです。 

続いて、財政安定化支援事業繰入金ですが、低所得者分に係る国保税軽

減対象の世帯割合が確定したことに伴い１，１３５万７千円の減額補正を

お願いするものです。なお、財政安定化支援事業繰入金は被保険者の年齢

構成において、６０歳以上の高齢者の割合が高い、また、今回のように国

保税軽減世帯割合が高い場合などにより一般会計から繰り入れるもので

す。 

続いて、財政調整基金繰入金ですが、今回の補正予算において、歳入予

算の不足分を財政調整基金から繰り入れるため１９７万５千円の増額補正

をお願いするものです。 

以上、繰入金の補正として、これらを合わせて２，５００万３千円の増

額補正をお願いするものです。 

続いて、その他収入の補正ですが、先ほど歳出で説明した基金積立金の

増額補正に伴い５万６千円の増額補正をお願いするものです。 

最後に、繰越明許費の設定ですが、健康課が所管している保健事業費の

特定保健指導委託料について、指導対象の開始時期が遅れた５名分の９万
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２千円について、今年度（平成２８年度）内に事業が完了しない見通しで

あるため、来年度（平成２９年度）に予算を繰り越し、事業を実施しよう

とするものです。 

以上で、審議事項の１、平成２８年度館山市国民健康保険特別会計補正

予算案についての説明を終わります。 

 

＜質疑なし＞ 

 

《審議事項結果（答申）》 

審議事項の（１）平成２８年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案につ

いて、原案どおり答申する。 

 

 

審議事項（２）平成２９年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について 

＜説明概要＞ 

平成２９年度当初予算の総額は歳入歳出予算それぞれ７５億９，８５７

万７千円で、前年度の当初予算に比べ８，１９９万４千円、率にして、１．

１％の減少です。 

はじめに、歳出予算ですが、総務費は８，３９６万３千円で、対前年度

比９万３千円、率にして０．１％の減少です。前年度より減少した理由は

総務管理費で職員給与費などの減少を見込んだことによるものです。 

続いて、保険給付費ですが、４６億２，９３５万１千円で、対前年度比

８０６万７千円、率にして０．２％の減少です。前年度より減少した理由

として、まず、療養給付費、療養費、高額療養費は過去２年６ヶ月分の実

績から積算していますが、療養給付費は３９億９，７５３万円で、対前年

度比３，７７４万４千円、率にして０．９％の減少です。次に、骨折や捻

挫などで柔道整復師にかかった場合や医師が必要と認めた治療用装具購入

費などの療養費ですが、３，１１７万４千円で、対前年度比３５２万２千

円、率にして１０．２％の減少です。次に、高額療養費ですが、５億５，

８１７万７千円で、対前年度比３，７０４万８千円、率にして７．１％の

増加です。この高額療養費は被保険者の医療費の内、自己負担分の限度額

を超えた部分を保険者が負担するものです。次に、葬祭費ですが、６００

万円で、対前年度比５０万円、率にして９．１％の増加です。前年度より

増加した理由は支給件数の実績を踏まえ、前年度より１０件増加の１２０

件分の支給件数を見込んだことによるものです。また、出産育児諸費です

が、２，５２１万３千円で、対前年度比４２０万２千円、率にして１４．
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３％の減少です。前年度より減少した理由は支給件数の実績を踏まえ、前

年度より１０件減少の６０件分の支給件数を見込んだことによるものです。 

続いて、後期高齢者支援金等ですが、７億８，９９５万１千円で、対前

年度比４，８５７万９千円、率にして５．８％の減少です。前年度より減

少した理由は被保険者数の減少を見込んだことによるものです。 

続いて、前期高齢者納付金等は２９４万４千円で、対前年度比２５３万

３千円、率にして６１６．３％の増加です。前年度より増加した理由は１

人あたりの負担見込額の増加を見込んだことによるものです。 

続いて、介護納付金ですが、３億１６８万３千円で、対前年度比１，６

１７万４千円、率にして５．１％の減少です。前年度より減少した理由は

４０歳から６４歳までの第２号被保険者数の減少を見込んだことによるも

のです。 

続いて、共同事業拠出金ですが、１７億１，１２４万４千円で、対前年

度比１，８４２万円、率にして１．１％の減少です。この共同事業拠出金

は千葉県国民健康保険団体連合会からの通知額を予算計上したものです。 

続いて、特定健康診査等事業費ですが、４，５９０万５千円で、対前年

度比７８１万５千円、率にして２０．５％の増加です。前年度より増加し

た理由は２９年度から委託する総合健診等発送業務の他、健康増進計画や

第３期特定健康診査等実施計画、第２期国保データヘルス計画策定に係る

それぞれの委託料の皆増などによるものです。 

続いて、疾病予防費ですが、７２９万６千円で、対前年度比７万１千円、

率にして１％の減少です。前年度より減少した理由はジェネリック医薬品

希望シールの製作費が減少したことなどによるものです。 

続いて、諸支出金ですが、６０２万２千円で、対前年度比１００万円、

率にして１４．２パーセントの減少です。前年度より減少した理由は保険

税還付金及び還付加算金の減少を見込んだことによるものです。 

続いて、歳入予算ですが、総額は７５億９，８５７万７千円です。 

はじめに、国保税以外の財源ですが、総額６１億６０３万１千円で、対

前年度比２，１９２万５千円、率にして０．４％の増加です。その内、国

庫支出金は１４億１，４３０万４千円で、対前年度比４，７４７万円、率

にして３．２％の減少です。国庫支出金の内訳ですが、療養給付費等負担

金は１０億７，５６８万６千円で、対前年度比５，２０２万１千円、率に

して４．６％の減少です。前年度より減少した理由は対象経費である歳出

予算の一般被保険者療養給付費と療養費、後期高齢者支援金、介護納付金

がそれぞれ減少したことによるものです。 

続いて、高額医療費共同事業負担金ですが、４，８３８万１千円で、対
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前年度比５６４万７千円、率にして１３．２％の増加です。前年度より増

加した理由は対象経費である歳出予算の高額医療費共同事業拠出金の増加

によるものです。 

続いて、特定健康診査等負担金ですが、６２９万９千円で、対前年度比

５４万２千円、率にして７．９％の減少です。前年度より減少した理由は

特定健診対象者の減少を見込んだことによるものです。 

続いて、財政調整交付金ですが、２億８，３９３万８千円で、対前年度

比５５万４千円、率にして０．２％の減少です。前年度より減少した理由

は過去３年間の交付金平均額の動向により減少を見込んだことによるもの

です。 

続いて、療養給付費等交付金ですが、１億９，５２４万５千円で、対前

年度比８，０３４万円、率にして２９．２％の減少です。前年度より減少

した理由は対象経費である歳出予算の退職被保険者等療養給付費及び後期

高齢者支援金が減少したことによるものです。 

続いて、前期高齢者交付金ですが、１９億１，１５８万８千円で、対前

年度比１億７，８６３万３千円、率にして１０．３％の増加です。前年度

より増加した理由は前期高齢者１人あたりの医療給付費の増加を見込んだ

ことによるものです。 

続いて、県支出金ですが、３億６，３０１万７千円で、対前年度比８８

７万３千円、率にして２．４％の減少です。内訳ですが、まず、高額医療

費共同事業負担金は国庫支出金の高額医療費共同事業負担金と同額の４，

８３８万１千円で、対前年度比５６４万７千円、率にして１３.２％の増加

です。次に、特定健康診査等負担金も国庫支出金の特定健康診査等負担金

と同額の６２９万９千円、対前年度比５４万２千円、率にして７.９％の減

少です。次に、財政調整交付金は３億８１１万３千円で、対前年度比１，

３９７万７千円、率にして４．３％の減少です。前年度より減少した理由

は前年度一般被保険者療養給付費などの減少によるものです。また、健康

増進事業補助金ですが、２２万４千円で、対前年度１千円の減少です。 

続いて、共同事業交付金ですが、１５億８，９１３万１千円で、対前年

度比６，２６１万３千円、率にして３．８％の減少です。共同事業交付金

の内訳ですが、高額医療費共同事業交付金１億７，１８８万７千円は対象

経費である歳出予算の高額医療費共同事業拠出金の増加によるもので、対

前年度比２，４７８万円、率にして１６．８％の増加、また、保険財政共

同安定化事業交付金１４億１，７２４万４千円は対象経費である歳出予算

の保険財政共同安定化事業拠出金の減少によるもので、対前年度比８，７

３９万３千円、率にして５．８％の減少です。 
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続いて、繰入金ですが、６億２６０万８千円で、対前年度比４，２６４

万１千円、率にして７．６％の増加です。内訳ですが、一般会計繰入金は

１，３０９万３千円で、対前年度比４，５６９万２千円、率にして７７．

７％の減少です。この一般会計繰入金は、前年度（平成２８年度）では前々

年度国保税の不納欠損額及び前年度国保税の減免相当額のそれぞれ３５パ

ーセントと地方単独事業の実施による国庫支出金の減額措置分をそれぞれ

一般会計から国保会計に繰り入れましたが、２９年度では一般会計の財政

状況により前々年度国保税の不納欠損額及び前年度国保税の減免相当額の

繰り入れを全廃しました。次に、保険基盤安定繰入金の内、保険税軽減分

ですが、７割軽減の被保険者数の減少を見込み２億８５８万円で、対前年

度比１７３万５千円、率にして０．８％の減少、また、保険者支援分は一

般被保険者数の減少を見込み９，０７５万８千円で、対前年度比１６７万

９千円、率にして１．８％の減少です。次に、職員給与費等繰入金ですが、

８，５１７万８千円で、対前年度比１６万４千円、率にして０．２％の減

少です。前年度より減少した理由は、先ほど歳出予算の総務費で説明した

とおりです。次に、財政安定化支援事業繰入金ですが、１，８１９万９千

円で、対前年度比２８万９千円、率にして１．６％の減少です。前年度よ

り減少した理由は１人あたりの医療費差額の減少を見込んだことによるも

のです。また、出産育児一時金繰入金ですが、１，６８０万円で、対前年

度比２８０万円、率にして１４．３％の減少です。前年度より減少した理

由は過去の実績から１０件分を減額したことによるものです。 

続いて、財政調整基金繰入金ですが、財源補填のため、国保財政調整基

金から１億７，０００万円を繰り入れるもので、対前年度比９，５００万

円、率にして１２６．７％の増加です。なお、２９年度当初予算後の国保

財政調整基金保有額は２億９，３９３万４千円を見込んでいます。 

最後に、国保税ですが、予算額は予算総額の７５億９，８５７万７千円

から国保税以外の財源６１億６０３万１千円を差し引いた１４億９，２５

４万６千円で、対前年度比１億３９１万９千円、率にして６．５％の減少

です。 

以上で、審議事項の２、平成２９年度館山市国民健康保険特別会計当初

予算案についての説明を終わります。 

 

＜質疑応答等＞ 

【質 疑  ①】歳出予算の総務費について、職員給与は下がっているのか。 

【①  回 答】財政事情が厳しいため、下げています。 

【質 疑  ②】歳入予算の特定健康診査等負担金が減少している中で、歳出
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予算の特定健康診査等事業費は増加しているが、なぜか。 

【②  回 答】歳入予算の特定健康診査等負担金は補助対象である特定健康

診査実施対象者の減を見込み、減少していますが、歳出予算

の特定健康診査等事業費は特定健康診査等実施計画やデータ

ヘルス計画、健康増進計画の策定に係る委託料など補助対象

外である経費が伸びているため、増えています。 

【質 疑  ③】歳入予算のいわゆる法定外繰入金はなくなったのか。 

また、前々年度の不納欠損額、前年度減免額の繰り入れはど 

うなったのか。 

【③  回 答】赤字補てんの法定外繰入金はありません。平成２９年度当初

予算では前々年度の不納欠損額及び前年度減免額分の繰り入

れを全廃し、地方単独事業分を一般会計から繰り入れます。 

【質 疑  ④】今後、歳出予算の保険給付費は増えていくのか、それとも落

ち着くのか、教えてください。 

【④  回 答】当初予算の編成段階では、平成２８年度の保険給付費の動向

が未確定であるため、比較ができません。しかしながら、今

後予定している６月補正予算編成の段階では、保険給付費の

動向がほぼ確定するため、その時に比較したいと考えていま

す。 

【委員補足説明】受診者は減っていますが、一人あたりの医療単価は上がって

いますので、長期的には減らないだろうと思います。 

【委員補足説明】医療の質は各市町村で違うため、今後、千葉県で一括しよう

としているので、現段階では流動的だと思います。この地域

の今後の医療や介護の在り方を皆で考えていく時期だと思い

ます。 

【質 疑  ⑤】平成２９年度の国民健康保険税率は変わるのでしょうか。 

【⑤  回 答】当初予算の編成段階では、国民健康保険税率は平成２８年度

のままです。国民健康保険税率は今後予定している６月補正

予算編成時で検討します。 

 

《審議事項結果（答申）》 

  審議事項の（２）平成２９年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案につ

いて、原案どおり答申する。 


